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担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画

1

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

火災予防対策を充実する

2

平成１２年度以前

市民生活

9

～

予防課

予防係

5

小牧市地域防災計画

1

平成３０年度以降

消防・救急

◆２４年度実施内容

１　少年消防クラブ

（１）放水、煙道、救急、地震などの体験ができる「少年消防クラブ消防学校１日入校」に参

   加させる。(小学5.6年生対象）

　ア　開催回数：年１回　　イ　開催場所：愛知県消防学校（尾張旭市）

　ウ　参加人員：市内１６小学校から各２名　　エ　主催：全国少年消防クラブ運営指導協議会愛知県支部

（２）　秋季・春季火災予防運動に伴う市内防火広報に参加させる。

　ア　実施回数：秋季・春季各１回（平成１７年度から実施）　　イ　実施場所：市内大型物品販売店舗

　ウ　参加人員：秋季・春季各４名(小学4.5.6年生対象）　　エ　主催：小牧市消防本部

（３）　少年消防クラブの会報誌を作成し、市内小学校に配布する。

　　　（年２回、平成２１年度から実施）

２　婦人消防クラブ

（１）地区訓練指導　　（２）法被･ヘルメット・婦人消防クラブ旗の交付。（全クラブへ交付済み）

（３）１クラブ１万円の補助金交付（平成８年度より。平成２３年度より希望クラブにのみ交付）

（４）市主催の水防訓練・防災訓練・出初式･消防フェアに参加。

（５）愛知県消防協会主催の婦人消防クラブ幹事会に、消防職員が連絡・調整し随行する。

（６）１０の婦人消防クラブには、軽可搬ポンプが貸与されており、各婦人消防クラブで毎月１回点検を実施し、調子

が悪ければ消防本部が修理を行う。

（７）普通救命講習を実施する。

目的

（対象をどの様な状態

にするのか）

１　市内小、中学校の少年消防クラブ員に対し、消防についての関心と知識を深めさせる。

２　婦人消防クラブの地域に対する防災意識を高め、クラブ数、クラブ員数の維持を図る。
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（７）普通救命講習を実施する。

◆平成２４年度直接経費の内訳（５２４，９９０円）

・需用費（少年消防クラブキャップ、一日入校昼食、婦人消防クラブパンプス等）　１３０，４００円

・役務費（少年消防クラブ傷害保険、婦人消防クラブ制服等クリーニング代）　１７，２５０円

・使用料、賃貸料（視察研修時の有料道路、駐車場代）　５２，５００円

・負担金、補助及び交付金（婦人消防クラブ負担金、補助金）　３２４，８４０円

◆平成２５年度直接経費の内訳（１，２４３，０００円）

・旅費（婦人消防クラブ視察研修等随行）８，０００円

・需用費（少年消防クラブキャップ、一日入校昼食、婦人消防クラブパンプス等）　２９３，０００円

・役務費（少年消防クラブ傷害保険、婦人消防クラブ制服等クリーニング代）　２４，０００円

・使用料、賃貸料（視察研修時の有料道路、駐車場代）　１１３，０００円

・負担金、補助及び交付金（婦人消防クラブ負担金、補助金）　８０５，０００円

※直接経費の変化については、平成２３年度から婦人消防クラブの補助金交付を希望制としたことにより、希望し

なかったクラブへの補助金執行残。
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事業実施におけ

る課題

・ 婦人消防クラブの事業において、地区によって活動に対して取り組みに差があり、

クラブ員の確保が困難な実状から、クラブ数の減少に繋がっている。

・ 少年消防クラブ員に対し、消防に関する意識の向上とともに、併せて技術指導もす

すめる必要がある。
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防火広報

婦人消防クラブ数

成果指標名

「少年消防クラブ消防学校１日入

校」及び「女性消防クラブ指導者

科」入校参加人数

活動指標名

「少年消防クラブ消防学校１日入

校」及び「女性消防クラブ指導者

科」入校開催回数
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・ 少年消防クラブ員の火災等の消防に関する関心が薄れ、火遊び等による火災件数が増加する。

・ 現在の婦人消防クラブの活動方針は、行政の力「公助」だけではなく、自分自身の身は自分で守るという

「自助」と地域住民の助け合い「共助」の連携が必要不可欠であるとしている。このことを平常時から地域

住民に啓発し、災害時には地域のリーダーとして、応急対策活動を行う婦人消防クラブがなくなると前述の

事業を縮小・

廃止したときの

影響

回

人

34

事業番号

H23

1,363

77

1,363 1,165

組

76

68

事業の

達成状況

・ 少年消防クラブ員３２名の「少年消防クラブ消防学校１日入校」を活動指標、成果指標の

目標どおり実施できた。また、各行事に参加した少年消防クラブ員の様子及び感想文をま

とめた会報誌を作成、市内小学校に配布し消防に関する意識の向上を図った。

・ 婦人消防クラブ員２名の「愛知県消防学校女性消防クラブ指導者科」入校を活動指標、

成果指標の目標どおり実施できた。
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の改善案

・ 少年消防クラブの現行事業を継続し、消防に関する関心及び知識を少年消防クラ

ブ員に持ってもらえるよう、広報誌等のより一層の充実を図る。

・ 婦人消防クラブの現行事業を継続し、引き続き地域住民に対して「自助」と「共助」

の必要性について普及啓発を行う中で、今後のクラブ員確保に向けた効果的な改善

策を検討する。

・ 災害発生時の被害を最小限に抑えるために婦人消防クラブが地域住民に対して「自助」、

「共助」を普及啓発していくことは不可欠である。しかし、地区によって活動に対して取り組みに

差があるため、今後の活動内容の在り方について検討していく必要があるため。

判定理由

判　定　理　由

維　持

・婦人消防クラブのクラブ員確保については、現状で有効な改善策を実施できていな

いが、引き続き事業を継続する中で、地域住民による取り組みの重要性を啓発してい

く。

・少年消防クラブ員に対し、救命入門コースを受講させる。

維　持

住民に啓発し、災害時には地域のリーダーとして、応急対策活動を行う婦人消防クラブがなくなると前述の

連携が崩れるため、災害による被害を最小限に抑えることができないことが懸念される。
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一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


